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Langton’s ant
 クリストファー・ラングトンが考えたパズル

 アリが黒・白のマス目が並んだ無限に広い平面上
に棲ん るに棲んでいる

 アリの動き方
 黒いマス目に入ったら左に90度回転する

 白いマス目に入ったら右に90度回転する

 それまでアリがいたセルは、白から黒、黒から白に色を
変える変える



アリの動き方

 アリは東西南北のい
ずれかを向いているずれかを向いている

 時計の針が１つ進むと
右の図のように移動
するする

 図で灰色のマスは何
色でもよく、このときに
は色は変えないは色は変えない



アリの動き

 マス目がすべて白からスター
トしたとき

 ジム・プロップの発見
 最初の数百ステップで対称な美しい
パターンができる

さ 歩く な 無秩 さらに10,000歩くらいでかなり無秩
序になる

そのあとは 104歩で２つの正方形 アリが作る イウ イ そのあとは、104歩で２つの正方形
を斜めに横切るサイクルに入って、
それが限りなく続く

アリが作るハイウェイ

 このため斜めの「ハイウェイ」ができ
ていく



アリの動き（２）

 黒い長方形からスタートした
とき
 直線の壁と複雑な突起をもっ複
た「城」を建てる

 いかにも目的がありそうな面白
い方で城を壊しては作っていく

 最後に興味を失ったようにハイ
アリが作る イウ イウェイをつくりながらさまよう アリが作るハイウェイ
―黒長方形からスター
トしたとき―



未解決の問題

 黒いマス目が有限個のとき、最初がどんな配置で
あっても必ずハイウェイができるか？あっても必ずハイウェイができるか？

は平面上 限られた範囲 捕えられる とは アリは平面上の限られた範囲に捕えられることは
なく、長い時間まてば必ずそこから逃げていくこと
は証明されているは証明されている

必ず イウ イに沿 逃げる かは分か 必ずハイウェイに沿って逃げるのかは分かってい
ない


